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『
古
今
和
歌
六
帖
』
は
、
約
四
千
五
百
首
の
歌
を
、
二
十
五
項
目
、
五
百
十
七

題
に
分
類
し
た
、
我
が
国
初
の
類
題
和
歌
集
で
あ
る
。
古
来
、
兼
明
親
王
や
源

順
が
編
者
に
想
定
さ
れ
て
お
り
、
貞
元
・
天
元
年
間
（
九
七
六
〜
九
八
二
）
頃

の
成
立
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
作
歌
の
手
引
き
書
を
意
図
し
た
歌
集
で
あ
る

が
、
和
歌
の
み
な
ら
ず
、『
源
氏
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
物
語
な
ど
の
文
学

作
品
に
も
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
見
ら
れ
る
。
収
載
歌
に
は
、『
万

葉
集
』『
古
今
和
歌
集
』『
後
撰
和
歌
集
』
や
私
家
集
・
歌
合
な
ど
、
出
典
の
明

ら
か
な
歌
も
あ
る
一
方
、
現
在
で
は
出
典
未
詳
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
歌
も
多

く
、
そ
れ
ら
の
歌
数
は
、
収
載
歌
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
。
本
稿
で
は
、
そ

れ
ら
の
出
典
未
詳
歌
の
う
ち
、
第
六
帖
の
「
芹
」
か
ら
「
青
葛
」
ま
で
の
題
に

配
さ
れ
て
い
る
歌
、
九
首
に
つ
い
て
注
釈
を
施
し
、
表
現
の
あ
り
方
を
考
察
す

る
。
な
お
、
底
本
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
底
本
で
あ
る
書
陵
部
蔵
桂
宮
本

を
用
い
、
江
戸
期
の
流
布
本
で
あ
る
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
版
本
を
含
め
た

九
本
の
伝
本
を
視
野
に
入
れ
た
本
文
異
同
を
示
す
。

凡　

例

一
、
本
稿
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
所
載
の
和
歌
に
つ
い
て
、
考
証
の
結
果
、

出
典
の
見
出
せ
な
か
っ
た
歌
に
つ
い
て
注
釈
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
八
首
を
収
め
た
。

二
、歌
番
号
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
通
し
番
号
を
用
い
、歌
題
を
（　

）

を
付
し
て
記
す
。

三
、
底
本
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
と
同
じ
く
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本

と
す
る
。

四
、
本
文
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
す
る
。
踊
り
字
を
解
消
し
て
当

該
の
文
字
に
改
め
、
底
本
の
表
記
を
（　

）
に
入
れ
て
傍
記
す
る
。
ま

た
、
私
見
に
よ
っ
て
濁
点
を
付
す
。
さ
ら
に
、
送
り
仮
名
な
ど
、
底
本

に
な
い
文
字
を
補
っ
た
場
合
に
は
、
本
文
の
右
に
「
・
」
を
付
す
。
た

だ
し
、
漢
字
仮
名
の
区
別
は
底
本
の
ま
ま
と
す
る
。

五
、
校
異
は
、
漢
字
・
仮
名
の
表
記
の
違
い
や
仮
名
遣
い
の
相
違
は
示
さ

ず
、
語
の
異
な
り
の
み
を
示
す
。
諸
本
と
そ
の
略
称
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

  《
研
究
ノ
ー
ト
》

『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿

│  

第
六
帖
（
9
）
芹
〜
青
葛  

│

福　

田　

智　

子
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○
永
青
文
庫
蔵
北
岡
文
庫
本 

略
称
（
永
）

○
島
原
図
書
館
蔵
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
本 

略
称
（
松
）

○
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
旧
蔵
本 

略
称
（
和
）

○
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
本 

略
称
（
羅
）

○
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
旧
蔵
本 

略
称
（
林
）

○
神
宮
文
庫
蔵
宮
崎
文
庫
旧
蔵
本 

略
称
（
宮
）

○
田
林
義
信
氏
旧
蔵
本 

略
称
（
田
）

○
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
黒
川
本 

略
称
（
黒
）

○
寛
文
九
年
版
本 

略
称
（
寛
）

 

な
お
、
諸
本
本
文
は
、
主
と
し
て
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク

ロ
・
紙
焼
き
資
料
に
拠
っ
た
が
、
次
の
三
本
に
つ
い
て
は
個
々
の
資
料

に
拠
っ
た
。

 

（
永
）  

細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
3
『
古
今
和
謌
六
帖
（
下
）』（
汲
古
書
院
、

昭
和
五
十
八
年
一
月
）
所
収
の
影
印

 

（
松
）  

島
原
図
書
館
蔵
肥
前
島
原
松
平
文
庫
所
蔵
の
原
本
お
よ
び
紙
焼
き

資
料

 

（
寛
）
架
蔵
本

六
、
他
出
に
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
歌
に
つ
い

て
、
歌
集
の
名
称
（『
新
編
国
歌
大
観
』
の
目
次
に
拠
る
）、
巻
数
、
部

立
、
歌
番
号
、
歌
題
、
詞
書
、
作
者
名
、
歌
本
文
、
左
注
を
順
に
示
す
。

七
、
考
察
中
の
和
歌
の
引
用
は
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、『
新
編
国
歌
大

観
』
に
拠
る
。
引
用
形
式
は
、
原
則
と
し
て
、「
和
歌
本
文
」（
歌
集
名
・

部
立
・
歌
番
号
・
作
者
名
・
詞
書
）
と
す
る
。『
万
葉
集
』
の
番
号
は
、

新
・
旧
の
順
で
表
記
し
、
本
文
に
は
適
宜
漢
字
を
当
て
る
。
な
お
、
必

要
に
応
じ
て
、
歌
集
名
に
底
本
の
名
称
を
冠
す
る
こ
と
も
あ
る
。

八
、
巻
末
に
は
、
芹
〜
青
葛
の
歌
（
三
八
六
一
〜
三
八
九
三
番
）
の
別
出

歌
一
覧
を
付
す
。

注
釈

三
八
六
三
（
せ
り
）

【
本
文
】

ひ
と
し
れ
ぬ
ぬ
ま
に
生
ふ・

て
ふ
ふ
か
ぜ
り
の
我
だ
に
ひ
か
ば
ね
も
み
ざ
ら

め
や

【
校
異
】
○
ひ
と
し
れ
ぬ
―
人
に
し
れ
ぬ
（
紀
）
人
し
れ
す
（
黒
・
寛
）　

○

ふ
か
せ
り
の
―
ふ
る
芹
の
（
和
）
古
せ
り
の
（
黒
）　

◯
我
た
に
ひ
か
は
―

わ
れ
た
に
ひ
るか

は（
永
）　

◯
ね
も
み
さ
ら
め
や
―
ね
も
み
さ
た
め
や（
林
）

【
語
釈
】○
ふ
か
ぜ
り　

深
く
根
を
張
っ
て
い
る
芹
。　

○
我
だ
に
ひ
か
ば　

「
ひ
か
ば
」
は
、動
詞
「
引
く
」
の
未
然
形
に
「
ば
」
が
付
い
た
順
接
仮
定

条
件
。「
引
く
」
は
、
生
え
て
い
る
も
の
を
抜
き
取
る
意
と
、
人
を
誘
う
意

を
掛
け
る
。　

◯
ね
も
み
ざ
ら
め
や　
「
根
」
に
「
寝
」
を
掛
け
る
。「
め

や
」
は
推
量
を
反
語
的
に
表
す
。

〻
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【
通
釈
】

人
目
に
つ
か
な
い
沼
に
生
え
る
と
い
う
深
芹
は
、
せ
め
て
私
だ
け
で
も
引

き
抜
く
な
ら
ば
、
根
も
見
え
な
い
こ
と
も
あ
る
ま
い
（
人
目
に
つ
か
な
い

あ
な
た
は
、
せ
め
て
私
だ
け
で
も
誘
う
な
ら
ば
、
共
寝
を
し
て
み
な
い
こ

と
も
あ
る
ま
い
）。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

男
性
を
遠
ざ
け
て
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
女
性
を
深
芹
に
た
と
え
、
深
く

根
を
張
る
芹
で
あ
っ
て
も
、
引
き
抜
け
ば
根
を
見
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、

そ
ん
な
女
性
で
も
自
分
が
気
を
引
け
ば
共
寝
を
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
と
い

う
男
性
の
歌
で
あ
る
。

「
ふ
か
ぜ
り
」
の
勅
撰
集
に
お
け
る
初
出
は
『
拾
遺
集
』
で
あ
る
。
物
名

部
に
、「
く
き
も
は
も
み
な
緑
な
る
ふ
か
ぜ
り
は
あ
ら
ふ
ね
の
み
や
し
ろ
く

見
ゆ
ら
ん
」（
三
八
四
・
す
け
み
・
あ
ら
ふ
ね
の
み
や
し
ろ
）
と
い
う
歌
が

見
出
せ
る
。「
根
」
に
着
目
す
る
こ
と
が
多
く
、当
該
歌
も
そ
の
一
例
で
あ

る
。
ま
た
、
人
目
に
つ
か
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、「
か
く
れ
つ
つ
き
く
か

ら
に
こ
そ
ふ
か
ぜ
り
の
お
ふ
る
そ
こ
ぞ
と
お
も
ひ
や
ら
る
れ
」（
元
良
親
王

集
・
一
四
三
・
あ
る
女
、
御
ふ
み
つ
か
は
す
に
、
か
く
れ
て
侍
ら
ず
と
い

は
す
れ
ば
、
宮
）
と
詠
ま
れ
た
歌
も
あ
り
、
当
該
歌
に
一
脈
通
じ
る
も
の

が
あ
ろ
う
。

「
ね
も
み
る
」
と
い
う
表
現
は
、「
白
浪
の
よ
る
よ
る
岸
に
立
ち
よ
り
て

ね
も
見
し
も
の
を
す
み
よ
し
の
松
」（
後
撰
集
・
恋
一
・
五
九
九
・
よ
み
人

し
ら
ず
・
女
の
あ
は
ず
侍
り
け
る
に
）
を
は
じ
め
、「
年
を
へ
て
た
け
も
か

は
ら
ぬ
ひ
ら
松
の
あ
や
し
や
い
か
で
ね
も
み
て
し
か
な
」（
兼
盛
集
・
八
四
・

ひ
ら
松
の
あ
り
け
る
を
見
て
）、「
ほ
と
と
ぎ
す
よ
ぶ
か
き
こ
ゑ
を
あ
や
め

ぐ
さ
ま
だ
ね
も
み
ぬ
に
き
く
よ
し
も
が
な
」（
内
裏
歌
合
〈
応
和
二
年
〉・

六
・
右
近
命
婦
）、「
と
こ
な
つ
の
は
な
に
よ
り
こ
そ
あ
や
め
ぐ
さ
ね
も
見

ぬ
や
ど
を
た
づ
ね
て
も
く
れ
」（
輔
尹
集
・
四
三
・〈
東
三
条
院
の
御
賀
の

屛
風
の
歌
た
て
ま
つ
れ
、
と
人
人
に
め
し
け
れ
ば
、
そ
の
中
に
て
た
て
ま

つ
る
〉
五
月
、
ま
ら
う
ど
、
女
の
も
の
い
り
や
の
つ
ま
に
、
な
で
し
こ
さ

き
た
り
）
と
い
っ
た
歌
に
見
え
る
。
ま
た
、『
古
今
六
帖
』
に
も
他
に
、「
い

か
さ
ま
に
生
ふ
る
も
の
ぞ
と
玉
か
づ
ら
い
か
で
し
の
び
に
ね
も
み
て
し
か

な
」（
古
今
六
帖
・
第
六
・
三
八
七
八
・
た
ま
か
づ
ら
）（
後
出
）、「
つ
く
ま

え
に
お
ふ
る
み
く
り
の
水
は
や
み
ま
だ
ね
も
み
ぬ
に
人
の
こ
ひ
し
き
」（
古

今
六
帖
・
第
六
・
三
九
五
四
・
み
く
り
）
と
い
う
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず

れ
も
、「
根
」
に
「
寝
」
を
掛
け
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
平
安
中
期
当
時
の

常
套
的
な
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
八
六
四
（
せ
り
）

【
本
文
】

は
る
雨
の
ふ
り
は
へ
て
ゆ
く
人
よ
り
は
我
ま
づ（
ゝ
）つま

ん
や
せ
が
は
の
せ
り

【
校
異
】
○
和
歌
本
文
―
片
仮
名
小
書
（
永
）　

○
や
せ
か
は
の
せ
り
―
カ
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セ
カ
ハ
ノ
セ
リ
（
永
）
や
す
川
の
芹
（
宮
）

【
語
釈
】
○
ふ
り
は
へ
て　

わ
ざ
わ
ざ
。
こ
と
さ
ら
に
。「
振
り
延
へ
て
」

の
「
振
り
」
に
「（
春
雨
が
）
降
り
」
を
掛
け
る
。 

○
や
せ
が
は　

京
都

市
左
京
区
八
瀬
を
流
れ
る
川
。
高
野
川
、
埴
川
と
も
。
大
原
の
翠す

い
た
い黛

山
か

ら
南
に
流
れ
、
高
野
を
過
ぎ
、
糺
河
原
で
鴨
川
に
入
る
。
吉
田
東
伍
『
大

日
本
地
名
辞
書
』
は
、「
八
瀬
」
の
項
に
当
該
歌
を
引
用
す
る
。

【
通
釈
】

春
雨
が
降
り
、（
も
う
芹
が
生
え
て
い
る
か
と
）
わ
ざ
わ
ざ
出
掛
け
て
行
く

他
の
人
よ
り
は
、
私
が
ま
っ
先
に
摘
も
う
。
八
瀬
川
の
芹
を
。

【
他
出
】

『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
一
、
春
部
一
、二
二
四
番

　
　
　
　

題
不
知
、
六
帖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

　
　

春
雨
の
ふ
り
は
へ
行
き
て
人
よ
り
は
我
先
づ
つ
ま
ん
賀
茂
川
の
せ
り

『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
一
、
賀
茂
篇
、
一
〇
三
番

　
　
　
　

六
帖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芹

　
　

春
雨
の
ふ
り
は
へ
行
き
て
人
よ
り
は
我
ま
づ
つ
ま
ん
か
も
の
河
ぜ
り

【
考
察
】

春
雨
が
降
る
と
、
八
瀬
川
の
岸
辺
に
は
芹
が
生
え
て
く
る
。
待
ち
望
ん

で
い
た
春
の
到
来
を
喜
び
、
誰
よ
り
も
先
に
芹
を
摘
み
た
い
と
い
う
思
い

を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

「
雨
」
と
「
ふ
り
は
へ
（
て
）」
と
の
組
み
合
せ
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は

な
い
が
、「
雨
も
よ
に
ふ
り
は
へ
と
は
ん
人
も
な
し
な
き
に
お
と
り
て
い
け

る
身
ぞ
う
き
」（
円
融
院
御
集
・
四
七
・
梅
つ
ぼ
の
女
御
、
き
さ
い
に
な
り

お
く
れ
給
て
、
な
げ
か
せ
た
ま
ふ
こ
ろ
、
雨
の
ふ
る
に
）、「
雨
も
よ
に
い

づ
ち
な
る
ら
ん
ふ
り
は
へ
て
き
た
り
と
き
か
ば
哀
な
ら
ま
し
」（
和
泉
式
部

続
集
・
二
六
三
・
雨
の
い
と
い
た
う
ふ
り
け
る
夜
、
も
の
へ
い
き
け
る
み

ち
に
や
と
お
も
ふ
人
の
き
た
る
に
、
な
し
と
て
あ
は
で
、
つ
と
め
て
）
と

い
っ
た
用
例
が
あ
る
。

「
せ
り
」
は
、「
我
は
あ
す
は
の
み
や
つ
ま
む
さ
は
の
せ
り
水
は
こ
ほ
り

て
く
き
し
見
え
ね
ば
」（
拾
遺
集
・
異
本
歌
〈
堀
河
具
世
筆
本
巻
七
、三
八
四

の
次
〉・
一
三
五
二
・
藤
原
輔
相
・
あ
す
は
の
み
や
）、「
を
や
ま
だ
の
な
ぎ

さ
の
せ
り
の
う
ら
わ
か
み
ね
た
く
も
人
に
つ
ま
れ
ぬ
る
か
な
」（
千
穎
集
・

九
五
・
雑
十
三
首
）、「
春
ふ
か
み
み
ぎ
は
の
せ
り
も
お
ひ
ぬ
ら
し
い
ま
は

も
の
う
し
わ
か
な
つ
む
人
」（
宇
津
保
物
語
・
か
す
が
ま
う
で
・
一
四
八
・

大
夫
ち
か
ず
み
）
と
い
っ
た
歌
に
見
え
る
よ
う
に
、「
さ
は
の
せ
り
」「
な

ぎ
さ
の
せ
り
」「
み
ぎ
は
の
せ
り
」
な
ど
、地
名
を
冠
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と

は
ま
ず
な
い
。
八
瀬
川
、あ
る
い
は
『
夫
木
抄
』『
歌
枕
名
寄
』
所
載
の
当

該
歌
本
文
で
あ
る
賀
茂
川
の
芹
を
詠
ん
だ
例
も
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検

す
る
限
り
、
当
該
歌
の
他
に
は
管
見
に
入
ら
な
い
。

「
や
せ
が
は
」
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
し
て
も
、
江
戸
期
の
二
例

を
除
く
と
、「
や
せ
川
を
瀬
瀬
の
井
せ
き
に
せ
き
と
め
て
水
ひ
き
か
く
る
を

の
の
な
は
し
ろ
」（
夫
木
抄
・
巻
五
・
一
八
七
三
・
隆
実
法
師
・
仁（
マ
マ
）安

三
年
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二
月
無
動
寺
歌
合
、
苗
代
、
判
者
俊
頼
、
基
俊
）
を
見
出
す
の
み
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
歌
枕
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
獲
得
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

一
方
、
賀
茂
川
は
、
夙
に
『
万
葉
集
』
に
、「
鴨
川
の
後
瀬
静
け
く
後
も

逢
は
む
妹
に
は
我
は
今
な
ら
ず
と
も
」（
巻
十
一
・
二
四
三
五
・
二
四
三
一
）

と
詠
ま
れ
、
そ
の
後
も
、「
か
も
河
の
み
な
そ
こ
す
み
て
て
る
月
を
ゆ
き
て

見
む
と
や
夏
ば
ら
へ
す
る
」（
後
撰
集
・
夏
・
二
一
五
・
み
な
月
ば
ら
へ
し

に
河
原
に
ま
か
り
い
で
て
、
月
の
あ
か
き
を
見
て
）、「
か
も
川
の
か
も
の

河
せ
の
つ
り
人
に
あ
ら
ぬ
わ
が
身
も
ぬ
れ
ま
さ
り
け
り
」（
夫
木
抄
・
巻

二
十
四
・
一
〇
九
八
三
・
延
喜
御
製
・
か
も
川
、
山
し
ろ　

御
集
）、「
か
も

が
は
の
せ
に
ふ
す
あ
ゆ
の
い
を
と
り
て
ね
で
こ
そ
あ
か
せ
ゆ
め
に
み
え
つ

や
」（
大
和
物
語
・
第
七
十
段
・
一
〇
一
・
同
じ
人
〈
忠
文
の
息
子
〉）
と

い
う
歌
が
見
え
る
。
ま
た
、『
古
今
六
帖
』
の
出
典
未
詳
歌
に
も
、「
ゆ
ふ

だ
す
き
か
け
て
も
人
を
た
の
ま
ね
ど
な
み
だ
は
か
も
の
川
に
こ
そ
た
て
」

（
古
今
六
帖
・
第
三
・
一
五
五
九
・
か
は
）（
古
今
六
帖
・
第
三
・
一
五
九
一
・

か
は
・
第
三
句
「
た
の
ま
ね
ば
」
で
重
出
）
と
い
っ
た
用
例
が
あ
る
。
さ

ら
に
、「
賀
茂
の
川
原
」
の
例
が
、
勅
撰
集
に
お
い
て
は
『
後
撰
集
』
か
ら

見
え
、「
ち
か
は
れ
し
か
も
の
河
原
に
駒
と
め
て
し
ば
し
水
か
へ
影
を
だ
に

見
む
」（
後
撰
集
・
雑
二
・
一
一
二
九
・
あ
つ
た
だ
の
朝
臣
の
母
・
河
原
に

い
で
て
は
ら
へ
し
侍
り
け
る
に
、
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
も
い
で
あ
ひ
て
侍

り
け
れ
ば
）
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
私
家
集
で
も
、『
順
集
』
に
二
例

（
一
五
・
一
八
二
番
）、『
好
忠
集
』
に
三
例
（
一
七
四
・
一
八
二
・
四
九
九
番
。

た
だ
し
四
九
九
番
は
順
百
首
）
な
ど
、
平
安
中
期
に
お
い
て
も
用
例
は
少

な
く
な
い
。

以
上
の
用
例
か
ら
推
す
と
、
後
の
『
夫
木
抄
』『
歌
枕
名
寄
』
が
、
当
該

歌
本
文
を
、
八
瀬
川
下
流
の
「
賀
茂
川
」
と
し
て
い
る
の
は
、
よ
り
一
般

に
知
ら
れ
る
河
川
名
に
変
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、

翻
っ
て
当
該
歌
本
文
は
、や
は
り
本
来
は
「
八
瀬
川
」
だ
っ
た
か
。『
古
今

六
帖
』
諸
本
に
は
、
当
該
箇
所
に
本
文
異
同
が
存
す
る
（﹇
校
異
﹈
参
照
）

が
、
こ
れ
も
や
は
り
、「
八
瀬
川
」
と
い
う
本
文
の
不
安
定
さ
を
物
語
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

三
八
六
九
（
た
で
）

【
本
文
】

み
な
月
の
か
は
ら
に
お
も
ふ
や
ほ
た
で
の
か
ら
し
や
人
に
あ
は
ぬ
こ（
ゝ
）ころ

は【
校
異
】
○
お
も
ふ
―
お
も
ふる（
朱
）（

宮
）
生
る
（
黒
）
お
ふ
る
（
寛
）　

◯
や

ほ
た
て
―
◦や

ほ
た
て
（
和
）
や
な
た
て
（
田
）

【
語
釈
】○
み
な
月
の
か
は
ら　

陰
暦
六
月
の
川
原
。
晦
日
に
夏
越
の
祓
を

行
う
。　

◯
お
も
ふ　

感
慨
に
耽
る
。
こ
こ
で
二
句
切
れ
か
。
黒
川
本
・

寛
文
九
年
版
本
の
本
文
「
生
る
（
お
ふ
る
）」
に
拠
れ
ば
、「
み
な
月
の
か

は
ら
に
生
る
」
が
「
や
ほ
た
で
」
を
修
飾
す
る
こ
と
に
な
り
、
意
味
も
通

り
や
す
い
。　

○
や
ほ
た
で　

多
く
の
穂
の
出
た
蓼
。
蓼
は
秋
に
細
長
い
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花
穂
を
伸
ば
す
。　

○
か
ら
し　

蓼
の
葉
が
辛
い
の
意
と
、
つ
ら
い
、
切

な
い
の
意
を
重
ね
る
。

【
通
釈
】

六
月
の
川
原
で
感
慨
に
耽
る
。（
そ
こ
に
生
え
る
）八
穂
蓼
の
葉
が
辛
い
よ

う
に
、
切
な
い
な
あ
、
あ
の
人
に
逢
わ
な
い
時
の
気
持
ち
は
。

【
他
出
】

『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
二
十
八
、
雑
歌
十
、一
三
六
〇
三
番

　
　
（
蓼
）

　
　
　
　

同
（
題
し
ら
ず
）、
六
帖　
　
　
　
　
　

同
（
読
人
し
ら
ず
）

　
　

  

み
な
月
の
か
は
ら
に
お
ふ
る
あ
を
た
で
の
か
ら
し
や
人
に
あ
は
ぬ
心

は

【
考
察
】

水
無
月
祓
に
恋
心
を
祓
お
う
と
や
っ
て
き
た
賀
茂
の
川
原
に
は
、
多
く

の
穂
を
出
し
た
蓼
が
生
え
て
い
る
。
そ
の
蓼
の
葉
が
辛
い
こ
と
か
ら
、
祓

い
切
れ
ず
に
味
わ
っ
て
い
る
、
恋
人
に
逢
え
な
い
つ
ら
さ
を
詠
ん
だ
歌
で

あ
る
。

「
や
ほ
た
で
」
は
、
夙
に
『
万
葉
集
』
に
、「
童
ど
も
草
は
な
刈
り
そ
八

穂
蓼
を
穂
積
の
朝
臣
が
腋
草
を
刈
れ
」（
万
葉
集
・
巻
一
六
・
三
八
六
四
・

三
八
四
二
・
或
る
は
云
ふ　

平
群
朝
臣
の
嗤
ふ
歌
一
首
）
と
詠
ま
れ
、
平

安
期
に
お
い
て
も
、「
や
ほ
た
で
も
か
は
ら
を
み
れ
ば
お
い
に
け
り
か
ら
し

や
わ
れ
も
年
を
つ
み
つ
つ
」（
好
忠
集
・
一
〇
七
・
四
月
中
）
の
他
、『
新

編
私
家
集
大
成
』
所
収
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
素
寂
本
順
集
に
も
、「
に
は

み
れ
ば
や
ほ
た
で
お
ひ
て
か
れ
に
け
り
か
ら
く
し
て
だ
に
き
み
が
と
は
ぬ

に
」（
一
六
八
）
と
い
っ
た
用
例
が
見
出
せ
る
。『
好
忠
集
』『
順
集
』
の
例

は
、
い
ず
れ
も
形
容
詞
「
か
ら
し
」
と
と
も
に
詠
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
点

に
お
い
て
は
当
該
歌
も
同
様
で
あ
る
。「
か
ら
し
」
と
い
う
語
は
、「
す
ま

の
う
ら
に
あ
ま
の
こ
り
つ
む
も
し
ほ
ぎ
の
か
ら
く
も
し
た
に
こ
ひ
わ
た
る

か
な
」（
清
正
集
・
五
八
・
ひ
と
に
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
藻
塩
木
」

に
つ
い
て
も
用
い
ら
れ
、
味
覚
の
辛
さ
と
心
情
的
な
つ
ら
さ
を
重
ね
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
あ
は
ぬ
こ
こ
ろ
」
と
い
う
表
現
と
し
て
は
、「
中
中
に
い
へ
ど
も
し
ら

ぬ
時
よ
り
も
い
ま
は
と
き
く
に
あ
は
ぬ
こ
こ
ろ
よ
」（
村
上
天
皇
御
集
・

三
一
・
ま
ゐ
り
給
は
む
と
あ
り
け
る
ほ
ど
の
す
ぎ
け
れ
ば
、
れ
い
の
内
の

御
）
と
い
う
私
家
集
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、『
夫
木
抄
』
で
は
、
当
該
歌
は
本
文
が
「
あ
を
た
で
」
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
中
、
唯
一
の
例
で
あ
る
。

三
八
七
四
（
む
ぐ
ら
）

【
本
文
】

な
に
せ
ん
に
た
ま
の
う
て
な
も
八
重
む
ぐ
ら
い
づ
ら
ん
な
か
に
ふ
た
り
こ

そ
ね
め

【
校
異
】
◯
い
つ
ら
ん
―
は
へ
ら
ん
（
松
・
和
・
羅
・
林
・
宮
・
田
・
黒
・
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寛
）　

◯
な
か
に
―
なや

と

イ
か
に
（
田
）

【
語
釈
】
◯
な
に
せ
ん
に　
「
な
に
か
は
せ
ん
」
の
意
で
、
一
つ
の
こ
と
が

何
の
役
に
も
立
た
な
い
と
い
う
判
断
を
表
す
。　

◯
た
ま
の
う
て
な　

玉

で
飾
っ
た
よ
う
な
美
し
い
御
殿
。　

◯
八
重
む
ぐ
ら　

幾
重
に
も
生
い

茂
っ
た
雑
草
。
荒
れ
た
屋
敷
の
象
徴
。　

◯
い
づ
ら
ん　

動
詞
「
出
（
い

づ
）
る
」
の
現
在
推
量
の
助
動
詞
「
ら
む
」
が
付
い
た
も
の
。
底
本
・
永

青
文
庫
本
を
除
く
諸
本
、お
よ
び
『
夫
木
抄
』
や
『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物

語
』
の
古
注
釈
書
引
用
和
歌
で
は
、「
は
へ
ら
ん
（
む
）」
に
作
る
。

【
通
釈
】

玉
で
飾
っ
た
よ
う
な
美
し
い
御
殿
も
、
何
に
も
な
ら
な
い
。
今
頃
、
幾
重

に
も
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
荒
れ
た
屋
敷
の
中
で
、
ふ
た
り

で
寝
よ
う
。

【
他
出
】

『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
三
十
六
雑
部
十
八
、一
七
一
三
七
番

　
　
　
　

む
ぐ
ら
、
六
一（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

　
　

  

な
に
せ
ん
に
た
ま
の
う
て
な
も
や
へ
む
ぐ
ら
は
へ
ら
ん
や
ど
に
ふ
た

り
こ
そ
ね
め

『
伊
勢
物
語
集
注
』
第
三
段
、一
九
〇
番
（
伊
勢
物
語
古
注
釈
書
引
用
和
歌

よ
り
）

　
　

何
せ
ん
に
玉
の
台
も
八
重
葎
は
へ
ら
ん
宿
に
ふ
た
り
こ
そ
ね
め

『
河
海
抄
』
夕
顔
、
一
一
一
三
番
（
源
氏
物
語
古
注
釈
書
引
用
和
歌
よ
り
）

　
　

  

な
に
せ
ん
に
玉
の
う
て
な
も
八
重
む
ぐ
ら
は
へ
ら
む
宿
に
ふ
た
り
こ

そ
ね
め

【
考
察
】

立
派
な
御
殿
も
、
恋
人
と
一
緒
で
な
け
れ
ば
無
用
で
あ
る
。
共
寝
が
で

き
れ
ば
、荒
れ
た
家
で
も
十
分
だ
と
い
う
恋
心
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。「
玉

敷
け
る
家
も
何
せ
む
八
重
む
ぐ
ら
覆
へ
る
小
屋
も
妹
と
居
り
て
ば
」（
万
葉

集
・
巻
十
一
・
二
八
二
五
・
二
八
三
六
）
の
詠
み
換
え
と
見
ら
れ
る
。

「
な
に
せ
ん
に
」
と
い
う
句
の
勅
撰
集
に
お
け
る
初
出
は
、『
古
今
集
』

の
「
あ
ふ
ま
で
の
か
た
み
も
我
は
な
に
せ
む
に
見
て
も
心
の
な
ぐ
さ
ま
な

く
に
」（
恋
四
・
七
四
四
・
読
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
と
い
う
歌
で
あ
る
。

当
該
句
は
第
三
句
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
勅
撰
集
に
お
い
て
は
、

「
な
に
せ
む
に
結
び
そ
め
け
ん
い
は
し
ろ
の
松
は
ひ
さ
し
き
物
と
し
る
し

る
」（
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
四
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
あ
る
を
と
こ
の
、
松

を
む
す
び
て
つ
か
は
し
た
り
け
れ
ば
）
と
あ
る
よ
う
に
、
初
句
に
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。私
家
集
に
お
い
て
も
、ま
ず
初
句
に
置
か
れ
る
と
言
っ

て
よ
い
。
当
該
歌
も
、
そ
の
大
方
の
例
に
入
る
。

「
た
ま
の
う
て
な
」
は
、「
わ
ぎ
も
こ
が
玉
の
う
て
な
に
ひ
と
り
ゐ
て
い

と
ど
わ
さ
な
に
や
ま
な
か
ざ
ら
ん
」（
海
人
手
古
良
集
・
二
・
冬
）、「
い
け

ち
か
く
ふ
る
は
つ
雪
の
名
残
に
は
玉
の
う
て
な
ぞ
あ
ら
た
ま
り
け
る
」（
元

輔
集
・
六
八
・
冷
泉
院
の
お
は
し
ま
し
し
時
、
池
の
も
と
の
は
つ
ゆ
き
と

い
ふ
事
を
殿
上
の
人
人
よ
み
侍
り
し
に
、
か
は
り
て
）、「
け
ふ
み
れ
ば
た
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ま
の
う
て
な
も
な
か
り
け
り
あ
や
め
の
く
さ
の
い
ほ
り
の
み
し
て
」（
賀
茂

保
憲
女
集
・
四
九
・
な
つ
）
と
い
っ
た
私
家
集
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、『
宇

津
保
物
語
』
に
も
「
す
み
こ
し
も
見
し
も
か
な
し
き
故
郷
を
玉
の
う
て
な

に
な
さ
ば
な
り
な
む
」（
宇
津
保
物
語
・
楼
の
う
へ
の
上
・
九
六
六
・
大
将

〈
仲
忠
〉）
と
あ
る
。
特
に
『
海
人
手
古
良
集
』
の
例
は
、「
た
ま
の
う
て

な
」
に
ひ
と
り
で
い
る
恋
人
を
詠
ん
で
お
り
、
当
該
歌
の
「
な
に
せ
ん
に

た
ま
の
う
て
な
も
」
の
発
想
を
生
む
状
況
と
し
て
留
意
さ
れ
る
。

「
八
重
む
ぐ
ら
」
の
用
例
は
、『
古
今
集
』
に
「
今
更
に
と
ふ
べ
き
人
も

お
も
ほ
え
ず
や
へ
む
ぐ
ら
し
て
か
ど
さ
せ
り
て
へ
」（
雑
下
・
九
七
五
）
と

見
え
る
の
が
勅
撰
集
に
お
け
る
初
出
で
あ
る
。
だ
が
、遡
っ
て
『
万
葉
集
』

に
、「
思
ふ
人
来
む
と
知
り
せ
ば
八
重
む
ぐ
ら
覆
へ
る
庭
に
玉
敷
か
ま
し

を
」（
巻
十
一
・
二
八
二
四
・
二
八
三
五
）と
、そ
の
次
に
配
さ
れ
る
二
八
二
五

（
二
八
三
六
）
番
歌
（
既
出
）
の
二
首
の
歌
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
玉
敷

く
」
と
い
う
語
が
と
も
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
万
葉
歌
の
「
八
重

む
ぐ
ら
」
と
「
玉
敷
く
」「
庭
」
や
「
家
」
と
の
対
比
は
、当
該
歌
に
一
脈

通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
な
お
、『
万
葉
集
』
に
は
他
に
も
、「
む
ぐ
ら
延
ふ

賤
し
き
や
ど
も
大
君
の
ま
さ
む
と
知
ら
ば
玉
敷
か
ま
し
を
」（
万
葉
集
・
巻

十
九
・
四
二
七
〇
・
四
二
九
四
・
右
一
首
左
大
臣
橘
卿
）
と
い
う
歌
が
あ
り
、

先
の
二
八
二
四
番
歌
と
類
似
す
る
表
現
が
指
摘
で
き
よ
う
。

「
た
ま
の
う
て
な
」
と
「（
八
重
）
む
ぐ
ら
」
と
の
組
み
合
せ
は
、
平
安

期
に
入
り
、「
む
ぐ
ら
は
ふ
下
に
も
年
は
へ
ぬ
る
身
の
何
か
は
玉
の
う
て
な

を
も
み
む
」（
竹
取
物
語
・
一
三
・
か
ぐ
や
姫
）
や
「
か
ぎ
り
な
き
た
ま
の

う
て
な
の
や
へ
む
ぐ
ら
て
る
つ
き
か
げ
は
ち
よ
の
ひ
か
り
か
」（
三
条
左
大

臣
殿
前
栽
歌
合
・
一
三
・
あ
り
は
ら
の
ひ
で
き
）
に
見
ら
れ
る
が
、
用
例

は
ご
く
少
な
い
。

三
八
七
五
（
む
ぐ
ら
）

【
本
文
】

む
ぐ
ら
お
ひ
て
あ
れ
た
る
や
ど
の
こ
ひ
し
き
に
た
ま
と
つ
く
れ
る
や
ど
も

わ
す
れ
ぬ

【
校
異
】
な
し

【
語
釈
】○
む
ぐ
ら　

単
独
で
広
い
範
囲
に
生
い
茂
っ
て
草
む
ら
を
作
る
草

の
類
。
い
ず
れ
も
茎
や
枝
に
刺
が
あ
る
。
家
に
む
ぐ
ら
が
生
い
茂
る
と
、荒

れ
て
貧
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。　

○
た
ま
と
つ
く
れ
る
や
ど　

美
し
く

飾
っ
た
家
。「
た
ま
」
は
、球
形
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
形
の
美
し
く
て
小

さ
い
石
な
ど
、
装
飾
品
と
な
る
も
の
を
総
称
し
て
い
う
。
こ
こ
で
は
美
し

さ
を
比
喩
的
に
表
現
す
る
。

【
通
釈
】

（
あ
な
た
と
一
緒
に
過
ご
し
た
）
葎
が
生
え
て
荒
れ
た
家
が
恋
し
い
た
め

に
、
美
し
く
飾
っ
た
家
の
こ
と
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】
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葎
の
生
え
る
荒
れ
た
屋
敷
と
玉
で
飾
っ
た
御
殿
と
を
対
比
さ
せ
、
美
し

い
御
殿
で
は
な
く
荒
れ
た
家
の
方
を
慕
う
の
は
、
そ
こ
で
恋
人
と
過
ご
し

た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
直
前
の
三
八
七
四
番
歌
の
内
容
を
受
け
、
そ
の

後
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
よ
う
な
趣
が
あ
る
。

「
あ
れ
た
る
や
ど
」
の
例
は
、勅
撰
集
に
「
を
み
な
へ
し
う
し
ろ
め
た
く

も
見
ゆ
る
か
な
あ
れ
た
る
や
ど
に
ひ
と
り
た
て
れ
ば
」（
古
今
集
・
秋
上
・

二
三
七
・
兼
覧
王
・
も
の
へ
ま
か
り
け
る
に
、
人
の
家
に
を
み
な
へ
し
う

ゑ
た
り
け
る
を
見
て
よ
め
る
）、「
人
す
ま
ず
あ
れ
た
る
や
ど
を
き
て
見
れ

ば
今
ぞ
こ
の
は
は
錦
お
り
け
る
」（
後
撰
集
・
冬
・
四
五
八
・
枇
杷
左
大

臣
・
す
ま
ぬ
家
に
ま
で
き
て
、
紅
葉
に
か
き
て
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
）、「
い

か
で
か
の
年
ぎ
り
も
せ
ぬ
た
ね
も
が
な
あ
れ
た
る
や
ど
に
う
ゑ
て
見
る
べ

く
」（
後
撰
集
・
雑
一
・
一
一
〇
九
・
む
す
め
の
女
御
・
三
条
右
大
臣
身
ま

か
り
て
あ
く
る
年
の
春
、
大
臣
め
し
あ
り
と
き
き
て
斎
宮
の
み
こ
に
つ
か

は
し
け
る
）他
の
歌
が
見
出
せ
る
。
秋
か
ら
冬
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ろ
う
。
同

様
の
例
は
私
家
集
に
も
、「
山
里
に
あ
れ
た
る
宿
を
て
ら
し
つ
つ
い
く
よ
へ

ぬ
ら
ん
秋
の
月
影
」（
小
町
集
・
一
〇
・
山
里
に
て
、
秋
の
月
を
）、「
ひ
と

す
ま
ず
あ
れ
た
る
や
ど
を
き
て
み
れ
ば
い
ま
ぞ
こ
の
は
は
錦
お
り
け
る
」

（
伊
勢
集
・
一
・
…
…
こ
の
を
と
こ
の
も
と
よ
り
、
を
と
こ
の
お
や
の
い
へ

は
五
条
わ
た
り
な
る
に
、
き
て
、
か
き
の
も
み
ぢ
に
か
く
か
き
つ
け
た
り
）、

「
君
だ
に
も
あ
れ
た
る
宿
に
や
ど
ら
ず
は
よ
そ
に
ぞ
見
ま
し
望
月
の
駒
」

（
順
集
・
二
四
七
・
右
馬
頭
遠
頼
朝
臣
、
家
に
き
た
り
や
ど
れ
る
こ
ろ
、
も

ち
づ
き
の
お
ほ
ん
む
ま
、
い
ぬ
る
秋
ひ
か
ず
、
冬
に
な
り
て
ひ
き
た
て
ま

つ
る
、
む
か
ふ
る
日
つ
か
さ
の
官
人
ど
も
に
、
酒
な
ど
た
ま
ふ
つ
い
で
に
）、

「
あ
と
た
え
て
あ
れ
た
る
や
ど
の
月
見
れ
ば
秋
の
と
な
り
に
な
り
ぞ
し
に

け
る
」（
恵
慶
集
・
一
四
八
・
み
な
づ
き
ば
か
り
、
か
は
ら
の
院
に
、
か
れ

こ
れ
あ
つ
ま
り
た
り
）
な
ど
の
平
安
中
期
の
例
が
あ
る
。
後
世
の
勅
撰
集

に
も
、
同
時
代
の
作
が
採
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、「
ひ
と
り
ふ
す
あ
れ
た
る

や
ど
の
床
の
う
へ
に
あ
は
れ
い
く
よ
の
ね
ざ
め
し
つ
ら
ん
」（
新
古
今
集
・

恋
三
・
一
二
一
七
・
安
法
法
師
女
・
題
し
ら
ず
）、「
主
も
な
く
荒
れ
た
る
宿

を
き
て
み
れ
ば
雨
も
涙
も
と
ま
ら
ざ
り
け
り
」（
続
後
拾
遺
集
・
哀
傷
・

一
二
五
二
・
惟
喬
親
王
・
題
し
ら
ず
）、「
春
雨
に
あ
れ
た
る
や
ど
の
ひ
ま

し
げ
み
と
が
む
ば
か
り
の
袖
ぞ
ぬ
れ
け
る
」（
新
千
載
集
・
雑
上
・

一
六
七
六
・
源
重
之
女
・
題
し
ら
ず
）
と
い
っ
た
歌
が
あ
る
が
、
季
節
感

よ
り
も
人
事
面
に
着
目
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、「
夏ナ
ツ
ノ
ヨ
ノ

之
夜
之　

霜シ
モ
ヤ
フ
レ
ル
ト

哉
降
礼
留
砥　

見ミ
ル
マ
デ
ニ

左
右
丹　

荒ア
レ
タ
ル
ヤ
ド
ヲ

垂
宿
緒　

照テ
ラ
ス
ツ
キ
カ
ゲ

月
影
」（
新
撰
万
葉
集
・

上
・
四
五
・
夏
歌
廿
一
首
）、「
蓬ヨ

モ
ギ
フ
ノ生　

荒ア
レ
タ
ル
ヤ
ド
ニ

留
屋
門
丹　

郭ホ
ト
ト
ギ
ス

公
鳥　

佗ワ
ビ
シ
キ
マ
デ
ニ

敷
左
右
丹　

打ウ
チ
ハ
ヘ
テ
ナ
ク

蠅
手
鳴
」（
新
撰
万
葉
集
・
下
・
三
二
三
・
夏
歌
二
十
二

首
）、「
つ
れ
づ
れ
と
な
が
め
せ
し
ま
に
夏
草
は
あ
れ
た
る
や
ど
に
し
げ
く

お
ひ
に
け
る
」（
新
撰
和
歌
・
巻
二
・
一
四
七
）、「
夏
の
夜
の
霜
や
お
け
る

と
み
る
ま
で
に
荒
れ
た
る
宿
を
照
す
月
か
げ
」（
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
・

五
〇
・
右
）
な
ど
の
用
例
は
、
夏
の
情
景
を
詠
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、『
重

之
女
集
』
所
載
の
百
首
歌
で
は
、「
春
の
雨
に
あ
れ
た
る
宿
の
ひ
ま
し
げ
み
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と
が
む
ば
か
り
の
袖
ぞ
ぬ
れ
け
る
」（
七
・
春
廿
）、「
霰
ふ
る
あ
れ
た
る
宿

に
な
が
め
つ
つ
み
や
ま
の
け
し
き
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
」（
五
八
・
冬
廿
）
の

二
首
が
あ
り
、
春
と
冬
に
配
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
前
掲
『
恵

慶
集
』
一
四
八
番
歌
に
見
え
る
河
原
院
に
お
け
る
の
作
で
、
他
に
も
、「
い

に
し
へ
を
思
ひ
や
り
つ
つ
こ
ひ
わ
た
る
あ
れ
た
る
や
ど
の
こ
け
の
い
は
ば

し
」（
恵
慶
集
・
一
八
三
・
ぬ
し
な
き
や
ど
）、「
つ
き
も
り
て
あ
れ
た
る
や

ど
の
あ
か
き
に
は
い
づ
れ
を
あ
す
の
あ
く
る
に
か
せ
む
」（
河
原
院
歌
合
・

一
六
・
月
影
漏
屋　

右
）
が
あ
る
。
ま
た
、「
一
人
ふ
す
あ
れ
た
る
や
ど
の

と
こ
の
う
ら
に
あ
は
れ
い
く
よ
の
ね
ざ
め
な
る
ら
む
」（
麗
花
集
・
恋
上
・

八
一
・
あ
す
か
む
す
め
・
だ
い
し
ら
ず
）
の
よ
う
に
、
独
り
寝
と
も
結
び

つ
く
。

「
む
ぐ
ら
お
ひ
て
あ
れ
た
る
や
ど
」
と
い
う
表
現
は
、『
伊
勢
物
語
』
に

「
葎
生
ひ
て
荒
れ
た
る
宿
の
う
れ
た
き
は
か
り
に
も
鬼
の
す
だ
く
な
り
け

り
」（
第
五
十
八
段
・
一
〇
五
・
男
）
と
い
う
歌
が
あ
る
。
荒
れ
た
宿
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
さ
ら
に
「
よ
も
ぎ
お
ひ
て
あ
れ
た
る
や
ど
を
う
ぐ
ひ
す
の
人

く
と
な
く
や
た
れ
と
か
ま
た
ん
」（
大
和
物
語
・
第
百
七
十
三
段
・
二
九
一
・

女
）、「
よ
も
ぎ
ふ
の
あ
れ
た
る
や
ど
の
と
ぼ
そ
よ
り
い
と
ど
ふ
り
い
る
あ

め
の
あ
し
お
と
」（
千
穎
集
・
八
五
）
な
ど
、「
蓬
生
」
と
い
う
語
を
用
い

て
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

三
八
七
八
（
た
ま
か
づ
ら
）

【
本
文
】

い
か
さ
ま
に
生
ふ
る
も（
物
）の

ぞ
と
玉
か
づ
ら
い
か
で
し
の
び
に
ね
も
み
て
し

か
な

【
校
異
】
な
し

【
語
釈
】
○
い
か
さ
ま
に　

状
態
、方
法
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
の
意
を
表
わ

す
。
ど
の
よ
う
に
。
ど
ん
な
ふ
う
に
。　

○
た
ま
か
づ
ら　

つ
た
な
ど
つ

る
性
の
植
物
の
美
称
。　

○
い
か
で　

理
由
、
手
段
、
方
法
な
ど
に
つ
い

て
疑
問
、
不
定
の
意
を
表
わ
す
。
ど
う
し
て
。
何
と
し
て
。　

○
し
の
び

に　

目
立
た
な
い
よ
う
に
。
人
目
を
避
け
て
。　

○
ね
も
み
て
し
か
な　

「
ね
も
み
る
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、
三
八
六
三
番
（
せ
り
）
参
照
。

「
ね
」
は
「
根
」
と
「
寝
」
と
の
掛
詞
で
、平
安
中
期
に
散
見
さ
れ
る
表
現

で
あ
る
。

【
通
釈
】

ど
ん
な
ふ
う
に
生
え
る
も
の
か
と
思
っ
て
、
玉
蔓
よ
、
な
ん
と
か
し
て
人

目
を
忍
ん
で
根
ま
で
も
見
た
い
（
寝
て
も
み
た
い
）
も
の
だ
な
あ
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

蔓
の
つ
る
は
、
ど
の
よ
う
に
生
え
て
い
る
の
か
、
根
も
な
か
な
か
見
え

な
い
。
当
該
歌
は
、
そ
ん
な
蔓
を
女
性
に
た
と
え
、
ど
ん
な
女
性
な
の
か
、

共
寝
を
し
て
確
か
め
て
み
た
い
も
の
だ
と
い
う
男
性
の
立
場
か
ら
詠
ん
だ

歌
で
あ
る
。
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「
後ノ

チ
ツ
ヒ
ニ

遂
丹　

何イ
カ
ニ
セ
ヨ
ト
カ

為
与
砥
歟　

玉タ
マ
カ
ヅ
ラ桂　

恋コ
ヒ
ス
ル
ヤ
ド
ニ

為
留
屋
門
丹　

生オ
ヒ
マ
サ
ル
ラ
ム

増
留
藍
」（
新

撰
万
葉
集
・
下
・
四
五
二
）
と
い
う
歌
か
ら
知
れ
る
よ
う
に
、「
玉
か
づ

ら
」
は
恋
に
悩
む
人
の
家
に
生
い
茂
る
。
つ
る
の
形
状
が
、
恋
の
懊
悩
を

象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。
当
該
歌
で
は
、「
玉
か
づ
ら
」
に
喩
え
ら
れ
た
女

性
の
心
情
を
、
そ
の
複
雑
さ
ゆ
え
に
男
性
が
推
量
し
か
ね
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

三
八
八
二
（
く
ず
）

【
本
文
】

か
れ
か
ね
て
し
も
に
う
つ
ろ
ふ
く
ず
の
は
の
う
ら
み
や
せ
ま
し
風
に
つ
け

つ
つ（
ゝ
）

【
校
異
】
な
し

【
語
釈
】
○
か
れ
か
ね
て　
「
枯
れ
」
に
「
離か

れ
」
を
掛
け
る
。「
か
ね
て
」

は
、
…
…
し
よ
う
と
し
て
も
で
き
な
い
で
の
意
。　

○
う
つ
ろ
ふ　

色
が

褪
せ
る
。
恋
人
の
心
変
わ
り
を
暗
示
す
る
。　

◯
く
ず　

マ
メ
科
の
つ
る

性
多
年
草
。　

○
う
ら
み
や
せ
ま
し　
「
裏
見
」
に
「
恨
み
」
を
掛
け
る
。

「
ま
し
」
は
、
疑
問
「
や
」
と
呼
応
し
て
、
実
行
を
思
い
迷
う
意
を
表
す
。　

◯
風
に
つ
け
つ
つ　

風
が
吹
く
た
び
に
そ
れ
に
応
じ
て
。「
つ
く
」
は
、あ

る
物
事
に
、
他
の
こ
と
が
付
随
す
る
意
。
倒
置
法
で
第
四
句
を
修
飾
す
る
。

「
つ
つ
」
は
反
復
。「
風
」
に
、（
恋
人
の
男
性
の
）
風
聞
の
意
を
重
ね
る
か
。

【
通
釈
】

枯
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、
霜
に
あ
た
っ
て
色
あ
せ
て
い
く
葛
の
葉

が
、
風
が
吹
く
に
つ
け
て
は
裏
返
っ
て
、
葉
の
裏
を
見
せ
る
よ
う
に
、
私

は
、
あ
の
人
の
こ
と
を
諦
め
き
れ
な
い
ま
ま
、
心
変
わ
り
し
て
い
く
あ
の

人
を
恨
も
う
か
ど
う
し
よ
う
か
、
噂
を
聞
く
に
つ
け
て
は
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

葛
の
葉
が
、
枯
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
霜
が
降
り
て
変
色
し
、
風
が
吹

い
て
裏
返
る
さ
ま
に
、
心
変
わ
り
し
て
し
ま
っ
た
相
手
を
思
い
切
る
こ
と

も
で
き
ず
、
浮
気
な
噂
を
聞
く
た
び
に
恨
ん
で
み
よ
う
か
と
逡
巡
す
る
心

情
を
重
ね
た
歌
で
あ
ろ
う
。
恋
人
の
男
性
を
「
く
ず
の
は
」
に
喩
え
た
、女

性
の
立
場
か
ら
の
作
で
あ
る
。
発
想
の
根
底
に
は
、「
秋
風
の
吹
き
う
ら
が

へ
す
く
ず
の
は
の
う
ら
み
て
も
猶
う
ら
め
し
き
か
な
」（
古
今
集
・
恋
五
・

八
二
三
・
平
貞
文
・
題
し
ら
ず
）
が
あ
ろ
う
。

「
う
つ
ろ
ふ
」「
く
ず
」
の
例
は
、『
万
葉
集
』
に
は
な
い
が
、
八
代
集
に

お
い
て
は
、「
ち
は
や
ぶ
る
神
の
い
が
き
に
は
ふ
く
ず
も
秋
に
は
あ
へ
ず
う

つ
ろ
ひ
に
け
り
」（
古
今
集
・
秋
下
・
二
六
二
・
つ
ら
ゆ
き
・
神
の
や
し
ろ

の
あ
た
り
を
ま
か
り
け
る
時
に
い
が
き
の
う
ち
の
も
み
ぢ
を
見
て
よ
め

る
）、「
う
つ
ろ
は
で
し
ば
し
し
の
だ
の
森
を
み
よ
か
へ
り
も
ぞ
す
る
葛
の

う
ら
風
」（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
八
二
〇
・
和
泉
式
部
、
み
ち
さ
だ
に
わ

す
ら
れ
て
後
、
ほ
ど
な
く
、
敦
道
親
王
か
よ
ふ
と
き
き
て
つ
か
は
し
け
る
）

の
二
例
を
数
え
る
。
私
家
集
で
は
、
平
安
中
期
ま
で
の
例
は
、『
新
編
国
歌
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大
観
』
に
拠
っ
て
も
管
見
に
入
ら
な
い
。

ま
た
、「
く
ず
」
と
「
う
ら
み
」
の
組
み
合
せ
も
、『
万
葉
集
』
に
は
な

く
、
勅
撰
集
で
は
、「
秋
風
の
吹
き
う
ら
が
へ
す
く
ず
の
は
の
う
ら
み
て
も

猶
う
ら
め
し
き
か
な
」（
古
今
集
・
恋
五
・
八
二
三
・
平
貞
文
）
が
初
出
で

あ
る
。
八
代
集
中
で
は
『
新
古
今
集
』
が
最
も
多
く
、
五
首
（
四
四
〇
・

一
〇
九
三
・
一
二
四
三
・
一
五
六
五
・
一
八
二
一
番
）
存
す
る
（
こ
の
う

ち
一
八
二
一
番
の
和
泉
式
部
歌
は
「
う
ら
み
が
ほ
」
の
例
。）。
私
家
集
に

お
い
て
は
、『
新
古
今
集
』
一
二
四
三
番
に
も
採
ら
れ
た
「
く
ず
の
葉
に
あ

ら
ぬ
我
が
身
も
あ
き
風
の
吹
く
に
つ
け
つ
つ
う
ら
み
ら
れ
け
り
」（
村
上
天

皇
御
集
・
八
七
・
中
宮
ま
ゐ
り
給
は
ざ
り
け
れ
ば
・
新
古
今
集
で
は
結
句

「
う
ら
み
つ
る
か
な
」）
の
他
、『
元
輔
集
』
に
三
首
（
二
〇
四
・
二
一
〇
・

二
五
一
番
）、『
好
忠
集
』
に
二
首
（
三
二
四
〈
毎
月
集
〉・
四
五
六
番
〈
好

忠
百
首
〉）、『
千
穎
集
』
に
一
首
（
七
五
番
〈
怨
十
首
〉）
な
ど
、
日
常
詠

と
と
も
に
初
期
定
数
歌
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
う
ら
み
や
せ
ま
し
」
と
い
う
表
現
は
、
八
代
集
に
二
例
、
い
ず
れ
も

『
拾
遺
集
』
に
見
え
る
。「
近
江
な
る
打
出
の
は
ま
の
う
ち
い
で
つ
つ
怨
み

や
せ
ま
し
人
の
心
を
」（
恋
五
・
九
八
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）、

「
あ
ら
は
れ
て
う
ら
み
や
せ
ま
し
か
く
れ
ぬ
の
み
ぎ
は
に
よ
せ
し
な
み

の
心
を
」（
雑
一
・
八
七
三
・
小
式
部
・
六
条
前
斎
院
に
う
た
あ
は
せ
あ
ら

む
と
し
け
る
に
、
み
ぎ
に
こ
こ
ろ
よ
せ
あ
り
と
き
き
て
小
弁
が
も
と
に
つ

か
は
し
け
る
）
で
あ
る
。
前
者
は
当
該
歌
同
様
、
第
四
句
に
置
く
。
な
お
、

『
万
葉
集
』
に
は
用
例
が
な
く
、私
家
集
に
も
平
安
中
期
の
例
は
見
当
た
ら

な
い
。

「
風
に
つ
け
つ
つ
」
に
つ
い
て
は
、「
月
の
入
り
て
ほ
ど
の
へ
ゆ
け
ば
春

の
よ
の
か
ぜ
に
つ
け
つ
つ
花
を
お
も
ふ
か
な
」（
紀
師
匠
曲
水
宴
和
歌
・

九
・
友
則
・
月
入
花
灘
暗
）
の
他
、「
こ
ほ
り
と
く
風
に
つ
け
つ
つ
梅
の
は

な
ゆ
く
水
に
さ
へ
匂
ふ
な
り
け
り
」（
順
集
・
二
二
六
・
右
兵
衛
督
た
だ
ぎ

み
の
朝
臣
、
あ
た
ら
し
く
調
ず
る
屏
風
の
う
た
、
正
月
、
人
の
池
水
の
し

も
に
梅
の
花
あ
り
）
と
い
っ
た
用
例
も
存
す
る
が
、
平
安
中
期
ま
で
の
例

は
多
く
は
な
い
。
こ
れ
ら
二
例
は
い
ず
れ
も
風
は
梅
の
香
を
運
ぶ
も
の
で

あ
る
が
、
当
該
歌
の
内
容
は
一
線
を
画
す
。

三
八
八
九
（
さ
ね
か
づ
ら
）

【
本
文
】

な
き
名
の
み
た
つ
た
の
山
の
さ
ね
か
づ
ら
く
る
人
あ
り
と
誰
か
い
ふ
ら
ん

【
校
異
】　

な
し

【
語
釈
】○
な
き
名　

何
の
事
実
も
な
い
噂
。　

○
た
つ
た
の
山　

大
和
国

の
歌
枕
。「
龍
田
」
に
「（
な
き
名
が
）
立
つ
」
を
掛
け
る
。　

○
さ
ね
か

づ
ら　

真ま
く
ず葛

。
モ
ク
レ
ン
科
の
常
緑
蔓
性
低
木
。
蔓
で
あ
る
こ
と
か
ら「
繰

る
」
と
同
音
の
「
来
る
」
を
導
く
。

【
通
釈
】

身
に
覚
え
の
な
い
噂
だ
け
が
立
ち
、龍
田
山
の
真
葛
を
手
繰
る
よ
う
に
、訪
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れ
て
く
る
恋
人
が
い
る
と
、
い
っ
た
い
誰
が
言
う
の
だ
ろ
う
。

【
他
出
】

『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
八
、
竜
田
篇
、
二
四
〇
九
番

　
　
　
　

六
帖　

五
味

　
　

  

な
き
名
の
み
た
つ
た
の
山
の
さ
ね
か
づ
ら
く
る
人
あ
り
と
た
れ
か
い

ひ
け
ん

【
考
察
】

通
っ
て
く
る
男
性
も
い
な
い
の
に
、
恋
の
噂
を
立
て
た
の
は
誰
な
の
か

い
ぶ
か
っ
た
歌
で
あ
る
。「
な
き
名
立
つ
」
か
ら
「
龍
田
」
を
導
き
、「
真

葛
」
の
縁
語
「
繰
る
」
に
「
来
る
（
人
）」
を
掛
け
る
と
い
っ
た
修
辞
で
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
な
き
名
」
と
「
た
つ
た
」
と
の
組
み
合
せ
は
、『
万
葉
集
』
に
は
な
く
、

勅
撰
集
で
は
、「
あ
や
な
く
て
ま
だ
き
な
き
な
の
た
つ
た
河
わ
た
ら
で
や
ま

む
物
な
ら
な
く
に
」（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
九
・
み
は
る
の
あ
り
す
け
・

題
し
ら
ず
）
が
初
出
で
あ
る
。「
な
き
名
の
み
た
つ
た
の
山
の
」
と
い
う
表

現
も
、「
な
き
名
の
み
た
つ
た
の
山
の
ふ
も
と
に
は
世
に
も
あ
ら
し
の
風
も

ふ
か
な
ん
」（
拾
遺
集
・
雑
下
・
五
六
一
・
藤
原
為
頼
・
廉
義
公
家
の
か
み

ゑ
に
、
た
び
び
と
の
ぬ
す
人
に
あ
ひ
た
る
か
た
か
け
る
所
）、「
な
き
名
の

み
た
つ
た
の
山
の
あ
を
つ
づ
ら
又
く
る
人
も
見
え
ぬ
所
に
」（
拾
遺
集
・
恋

一
・
六
九
九
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
と
い
っ
た
歌
に
見
え
る
。
特

に
後
者
は
、「
あ
を
つ
づ
ら
」「
く
る
人
」
と
い
っ
た
、
当
該
歌
と
類
似
す

る
語
や
同
一
の
語
句
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
表
現
類
型
が
看
取

さ
れ
る
。
私
家
集
で
は
、『
延
喜
御
集
』
に
、「
お
も
ほ
え
ず
わ
れ
に
な
き

名
の
た
つ
田
川
な
が
る
る
み
づ
を
か
へ
し
て
し
か
な
」（
二
三
・
よ
し
あ
り

と
き
こ
し
め
す
人
を
、
あ
し
く
思
ふ
人
の
き
こ
え
さ
せ
う
と
む
と
て
、
あ

だ
な
る
名
を
な
む
た
つ
、
と
奏
し
け
る
を
、
か
の
を
か
し
と
い
ふ
人
、
い

か
で
か
き
き
け
む
、
も
て
は
な
れ
た
る
ひ
と
し
て
、
き
こ
え
ご
ち
け
る
）、

「
た
つ
た
川
な
げ
の
も
み
ぢ
も
あ
る
も
の
を
な
き
名
を
し
も
は
な
ど
か
な

が
し
し
」（
二
四
・
う
へ
、
御
か
へ
り
）
と
い
う
贈
答
歌
が
存
し
、
当
時
の

貴
族
た
ち
の
日
常
詠
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
さ
ね
か
づ
ら
」
と
「
く
る
」
と
の
組
み
合
せ
は
、「
名
に
し
お
は
ば
相

坂
山
の
さ
ね
か
づ
ら
人
に
し
ら
れ
で
く
る
よ
し
も
が
な
」（
後
撰
集
・
恋

二
・
七
〇
〇
・
三
条
右
大
臣
・
女
に
つ
か
は
し
け
る
）
を
は
じ
め
、「
つ
れ
な

き
を
思
ひ
し
の
ぶ
の
さ
ね
か
づ
ら
は
て
は
く
る
を
も
厭
ふ
な
り
け
り
」（
後

撰
集
・
恋
三
・
七
八
七
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
女
の
も
と
に
ま
か
り
た
る
に
、

は
や
か
へ
り
ね
と
の
み
い
ひ
け
れ
ば
）、「
あ
ら
れ
ふ
る
み
や
ま
が
く
れ
の

さ
ね
か
づ
ら
く
る
人
見
え
で
お
い
に
け
る
か
な
」（
順
集
・
九
九
・
双
六
番

の
う
た
、こ
れ
も
あ
り
た
だ
が
よ
み
は
じ
め
た
る
に
、よ
み
つ
ぐ
）
と
い
っ

た
同
時
代
の
例
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、「
た
つ
た
」
と
「
さ
ね
か
づ
ら
」
と
を
同
時
に
詠
ん
だ
例
は
、『
新

編
国
歌
大
観
』
を
検
し
て
も
見
出
せ
な
い
。
そ
こ
に
、
当
該
歌
の
新
発
想

を
見
出
す
べ
き
か
。
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三
八
九
三
（
青
つ
づ
ら
）

【
本
文
】

た
え
ぬ
と
は
い
ひ
て
し
も（
物
）の

を
あ
を
つ（

ゝ
）づら

ま
た
く
り
か
へ
し
や
ま
び
と

の
う
さ

【
校
異
】
◯
い
ひ
て
し
物
を
―
い
ひ
て
も
物
を
（
和
）
い
ひ
て
も
も
の
を

（
宮
）　

◯
あ
を
つ
ゝ
ら
―
青
つ
ら（
田
）　

◯
や
ま
ひ
と
の
う
さ
―
や
ま
ひ

と
の
う
き
（
松
・
羅
）
山
ひ
こ
の
う
さ
（
和
・
宮
）
山
人
の
う
き
（
田
）

や本

の

ま

ゝ

ま
ひ
と
の
う
さ
（
黒
）
や本

ま
ひ
と
の
う
さ
（
寛
）

【
語
釈
】
◯
た
え
ぬ　

青
葛
を
す
っ
か
り
刈
り
取
り
、根
絶
や
し
に
し
た
意
。

男
女
の
仲
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
意
を
掛
け
る
か
。「
た
え
ぬ
と
も
何
思
ひ

け
ん
涙
河
流
れ
あ
ふ
せ
も
有
り
け
る
も
の
を
」（
後
撰
集
・
恋
五
・
九
四
九
・

内
侍
た
ひ
ら
け
い
子
・
左
大
臣
河
原
に
い
で
あ
ひ
て
侍
り
け
れ
ば
）。　

○

や
ま
び
と　

山
に
住
む
人
。
山
で
働
く
人
。「
山
」
に
「
止
ま
（
ず
）」
を

響
か
せ
る
か
。

【
通
釈
】

（
根
が
）
絶
え
た
と
は
言
っ
て
い
た
の
に
、青
葛
が
再
び
繰
り
返
し
て
伸
び

て
く
る
、（
葛
を
刈
る
役
目
の
）
山
人
の
つ
ら
さ
よ
。
そ
れ
と
同
様
に
、（
恋

人
と
の
仲
が
）
絶
え
た
と
は
言
っ
て
い
た
の
に
、
再
び
恋
を
繰
り
返
し
て

止
ま
な
い
つ
ら
さ
よ
。

【
他
出
】　

な
し

【
考
察
】

山
で
働
く
人
に
と
っ
て
、
刈
っ
て
も
刈
っ
て
も
生
え
て
く
る
青
葛
は
悩

み
の
種
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
、
恋
人
と
の
仲
が
途
絶
え
て
も
、
ま
た
恋
を

し
て
し
ま
う
状
況
を
重
ね
て
詠
ん
だ
歌
と
見
た
。

「
い
ひ
て
し
も
の
を
」
と
い
う
句
は
、『
万
葉
集
』
か
ら
用
例
が
あ
る
。
当

該
歌
と
同
様
、
第
二
句
に
位
置
す
る
用
例
も
、「
思
は
じ
と
言
ひ
て
し
も
の

を
は
ね
ず
色
の
う
つ
ろ
ひ
易
き
我
が
心
か
も
」（
巻
四
・
六
六
〇
・
六
五
七
）、

「
ま
幸
く
と
言
ひ
て
し
も
の
を
白
雲
に
立
ち
た
な
び
く
と
聞
け
ば
悲
し
も
」

（
巻
十
七
・
三
九
八
〇
・
三
九
五
八
）の
二
首
が
見
出
さ
れ
る
。
平
安
中
期
に

は
、「
ふ
る
ゆ
き
は
と
け
ず
や
こ
ほ
る
さ
む
け
れ
ば
つ
ま
ぎ
こ
る
よ
と
い
ひ

て
し
も
の
を
」（
一
条
摂
政
御
集
・
七
四
・
か
へ
し
、
お
な
じ
人
）
と
い
っ

た
日
常
詠
は
あ
る
が
、
用
例
は
ご
く
少
な
い
。

「
あ
を
つ
づ
ら
」
は
、『
古
今
集
』
に
「
山
が
つ
の
か
き
ほ
に
は
へ
る
あ

を
つ
づ
ら
人
は
く
れ
ど
も
こ
と
づ
て
も
な
し
」（
恋
四
・
七
四
二
・
寵
・
題

し
ら
ず
）
と
い
う
例
が
見
え
、
ま
た
『
拾
遺
集
』
に
、「
野
を
見
れ
ば
春
め

き
に
け
り
あ
を
つ
づ
ら
こ
に
や
く
ま
ま
し
わ
か
な
つ
む
べ
く
」（
物
名
・

三
九
九
・
す
け
み
・
こ
に
や
く
）、「
な
き
名
の
み
た
つ
た
の
山
の
あ
を
つ

づ
ら
又
く
る
人
も
見
え
ぬ
所
に
」（
恋
二
・
六
九
九
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題

し
ら
ず
）、「
み
か
り
す
る
こ
ま
の
つ
ま
づ
く
あ
を
つ
づ
ら
君
こ
そ
我
は
ほ

だ
し
な
り
け
れ
」（
雑
恋
・
一
二
六
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
と

い
う
三
首
の
歌
が
存
す
る
。
ま
た
、
私
家
集
に
も
、「
あ
を
つ
づ
ら
い
も
を
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た
づ
ぬ
と
は
る
の
日
の
か
す
み
た
ち
も
ち
こ
ひ
く
ら
し
つ
つ
」（
赤
人
集
・

一
九
二
・
か
す
み
に
よ
す
）、「
く
れ
ど
か
く
あ
は
ず
な
り
な
ば
あ
を
つ
づ

ら
は
ひ
ち
る
や
ど
と
な
り
も
し
ね
か
し
」（
能
宣
集
・
三
六
五
・
時
時
か
よ

ひ
侍
る
所
に
ま
か
り
た
る
に
、
い
で
侍
ら
ざ
り
し
か
ば
、
ひ
と
り
の
み
え

侍
り
し
に
、
は
ひ
を
ち
ら
し
て
か
き
侍
り
し
）、「
わ
ざ
と
こ
そ
く
り
は
な

つ
め
れ
ま
が
り
木
に
は
ひ
ま
つ
は
る
る
あ
を
つ
づ
ら
こ
は
」（
恵
慶
集
・

八
九
・
返
し
）、「
あ
だ
な
の
み
た
つ
た
の
や
ま
の
あ
を
つ
づ
ら
さ
す
が
に

は
た
ぞ
く
る
人
も
な
き
」（
千
穎
集
・
九
八
・
雑
十
三
首
）
な
ど
が
あ
る
。

と
く
に
『
恵
慶
集
』
歌
に
、「
お
な
じ
人
の
も
と
に
、
あ
を
つ
づ
ら
を
こ
に

く
み
て
、
な
つ
め
く
り
な
ど
を
、
花
に
ま
ぜ
て
、
や
る
と
て
」（
八
八
番
詞

書
）
と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
す
と
、「
あ
を
つ
づ
ら
」
は
生
活
に
根
差

し
た
日
用
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
だ
が
、
歌
語
と
し
て
は
、「
こ

ぬ
も
う
く
く
る
も
く
る
し
き
あ
を
つ
づ
ら
い
か
な
る
か
た
に
お
も
ひ
た
え

な
ん
」（
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
六
九
三
・
読
人
不
知
・
題
不
知
）
と
い
っ
た

歌
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
に
、「
く
る
」「
た
ゆ
」
と
い
っ
た
語
と
組
み
合
わ

さ
れ
て
、
恋
の
煩
悶
を
表
現
す
る
。

「
あ
を
つ
づ
ら
」
と
「
く
り
か
へ
し
」
と
の
組
み
合
せ
は
、現
時
点
で
は

先
行
例
が
見
出
せ
な
い
。
後
世
の
例
と
し
て
も
、「
く
り
か
へ
し
い
く
秋
か

ぜ
に
そ
な
れ
き
て
い
ろ
も
か
は
ら
ぬ
あ
を
つ
づ
ら
か
な
」（
秋
篠
月
清
集
・

二
三
八
・
草
部
十
首
）
を
か
ろ
う
じ
て
指
摘
で
き
る
程
度
で
あ
る
。

附
記本

稿
は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
に
お
け
る
二
〇
一
一
年
度
の
授
業
「
講
読

中
古
Ａ
」「
講
読
中
古
Ｂ
」
で
扱
っ
た
内
容
の
一
部
で
あ
る
。
受
講
生
は
、
一
首

ず
つ
和
歌
の
解
釈
を
担
当
し
、学
期
末
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
提
出
し
た
。
以
下
、担

当
者
名
と
担
当
歌
を
示
す
。
山
本
美
月
（
三
八
六
三
番
）・
池
田
み
ゆ
き

（
三
八
六
四
番
）・
丸
井
し
ず
か
（
三
八
六
九
番
）・
大
寄
汐
（
三
八
七
五
番
）・
大

場
夏
子
（
三
八
八
二
番
）・
羽
田
野
順
子
（
三
八
八
九
番
）・
杉
本
千
明
（
三
八
九
三

番
）。そ

の
後
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝

文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期

研
究
会
（
京
都
と
文
化
）
第
17
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研

究
（
Ｃ
）
課
題
番
号
２
５
３
３
０
４
０
３
、
い
ず
れ
も
平
成
二
十
五
〜
二
十
七

年
度
）
に
お
い
て
、
再
度
内
容
を
検
討
し
た
。

用
例
収
集
に
際
し
、『
新
編
国
歌
大
観
』C

D
-R

O
M

版V
er.2

と
と
も
に
、
竹

田
正
幸
氏
（
九
州
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
院
）
作
成
の
文
字
列

解
析
器
〝e-C

S
A

 V
er.2.00

〞
を
使
用
し
た
。

最
後
に
、
資
料
を
御
提
供
く
だ
さ
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
・
島
原
図
書
館
島
原

松
平
文
庫
・
国
文
学
研
究
資
料
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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〈
附
録
〉

『
古
今
和
歌
六
帖
』
別
出
歌
一
覧
―
第
六
帖
（
9
）
芹
〜
青
葛
―

凡　

例

1
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文
と
歌
番
号
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
作

者
名
・
詞
書
・
左
注
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
歌
の
あ
と
に
（　

）
を
付
し
て

記
す
。

2
、 

調
査
対
象
と
し
て
、『
新
編
国
歌
大
観
』
か
ら
以
下
の
歌
集
を
選
択
す
る
。

『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
成
立
は
十
世
紀
後
半
と
想
定
さ
れ
る
が
、
出
典
と
し
て

は
、
や
や
後
世
の
作
品
ま
で
調
査
範
囲
を
設
定
し
て
い
る
。

　
　

第
一
巻　

1 

古
今
和
歌
集 

〜 

4 

後
拾
遺
和
歌
集

　
　

第
二
巻　

1 

万
葉
集 

〜 

6 

和
漢
朗
詠
集

　
　

第
三
巻　

1 

人
丸
集 

〜 

81 

赤
染
衛
門
集

　
　

第
五
巻　

  　
1 

民
部
卿
家
歌
合 

〜 

61 

源
大
納
言
家
歌
合 
長
久
二
年
、253 

紀

師
匠
曲
水
宴
和
歌 

〜 

269 

九
品
和
歌
、281 

歌
経
標
式
（
真
本
）
〜 

285 

新
撰
髄
脳
290 

新
撰
和
歌
髄
脳
、
347 

古
事
記 

〜 
353 
風
土
記
、

371
日
本
霊
異
記
、
372 

三
宝
絵
、
389 

土
左
日
記 

〜 

393 

和
泉
式
部

日
記
、
414 

竹
取
物
語 

〜 

420 

落
窪
物
語

　
　

第
六
巻　

2 

秋
萩
集 

〜 

5 

麗
花
集

第
七
巻　

1 

奈
良
帝
御
集 

〜 

36
肥
後
集

3
、
別
出
歌
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
巻
数－

通
し
番
号
を
付
し
た
歌
集
名
と

歌
番
号
で
示
す
。

　
〈
例
〉
3－

19
貫
之
355 『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三
巻
19
番
目
の
『
貫
之
集
』
355

番
歌

4
、別
出
本
文
に
異
同
の
あ
る
場
合
は
、句
ご
と
に
﹇　

﹈
を
付
し
て
記
す
。
な

お
、
漢
字
と
仮
名
な
ど
、
表
記
上
の
相
違
は
指
摘
せ
ず
、
有
意
の
異
同
の
み

に
限
る
。

5
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
所
収
歌
に
は
、
別
の
歌
集
の
歌
と
の
間
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
類
似
性
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
ま
ま
別
出
歌
と
は
認
め
に
く
い
も

の
の
、ま
っ
た
く
無
関
係
に
作
ら
れ
た
と
も
考
え
に
く
い
場
合
に
は
、〈
参
考
〉

と
記
し
、
波
線
を
付
す
。

6
、
特
定
の
別
出
歌
が
指
摘
で
き
な
い
場
合
や
、
十
一
世
紀
以
降
の
作
品
に
し

か
別
出
が
見
出
せ
な
い
場
合
は
、い
わ
ゆ
る
出
典
未
詳
歌
と
し
て
〈
未
詳
〉 

と

記
し
、
傍
線
を
付
す
。

別
出
歌
一
覧

　
　
　
　

せ
り

3861　

あ
か
ね
さ
す
ひ
る
は
た
だ
に
て
ぬ
ば
た
ま
の
よ
る
の
い
と
ま
に
つ
め
る
せ

り
こ
れ
（
左
大
臣
た
ち
ば
な
の
も
ろ
え
）

 

2－

1
万
葉
4479
﹇
ひ
る
は
た
た
び
て
﹈

　
　
　
　

か
へ
し

3862　

ま
す
ら
を
と
お
も
へ
る
も
の
を
た
ち
は
き
て
か
き
は
の
た
ゐ
に
せ
り
ぞ
つ

み
け
る
（
命
婦
）

 

2－

1
万
葉
4480
﹇
か
に
は
の
た
ゐ
に
﹈

3863　

ひ
と
し
れ
ぬ
ぬ
ま
に
生
ふ
て
ふ
ふ
か
ぜ
り
の
我
だ
に
ひ
か
ば
ね
も
み
ざ
ら

め
や

　
　
　
　
〈
未
詳
〉

3864　

は
る
雨
の
ふ
り
は
へ
て
ゆ
く
人
よ
り
は
我
ま
づ
つ
ま
ん
や
せ
が
は
の
せ
り
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〈
未
詳
〉

　
　
　
　

な
ぎ

3865　

か
す
み
た
つ
か
す
が
の
さ
と
に
う
ゑ
し
な
ぎ
な
つ
な
り
と
い
ひ
し
え
は
さ

し
に
け
り
（
お
ほ
と
も
の
な
か
ま
る
）

 

2－

1
万
葉
410
﹇
は
る
か
す
み
﹈﹇
か
す
が
の
さ
と
の
﹈﹇
う
ゑ
こ
な
ぎ
﹈

﹇
な
へ
な
り
と
い
ひ
し
﹈﹇
え
は
さ
し
に
け
む
﹈

3866　

な
は
し
ろ
の
こ
な
ぎ
が
は
な
を
き
ぬ
に
す
り
な
る
る
ま
に
こ
あ
ぜ
か
く
か

な
し
き
（
す
る
が
丸
）

 

2－

1
万
葉
3598
﹇
な
る
る
ま
に
ま
に
﹈﹇
あ
ぜ
か
か
な
し
け
﹈

3867　

か
ん
つ
け
の
い
か
ほ
の
ぬ
ま
に
う
ゑ
し
な
ぎ
か
く
こ
ひ
ん
と
や
た
ね
も
ま

き
け
ん

 

2－

1
万
葉
3434
﹇
う
ゑ
こ
な
ぎ
﹈﹇
た
ね
も
と
め
け
む
﹈

　
　
　
　

た
で

3868　

我
が
や
ど
の
ほ
た
で
ふ
る
と
も
と
り
う
ゑ
し
み
ち
な
る
ま
で
に
君
を
し
ま

た
ん

 

2－

1
万
葉
2769
﹇
ほ
た
で
ふ
る
﹈﹇
か
ら
つ
み
お
ほ
し
﹈﹇
み
に
な
る
ま
で

に
﹈

3869　

み
な
月
の
か
は
ら
に
お
も
ふ
や
ほ
た
で
の
か
ら
し
や
人
に
あ
は
ぬ
こ
こ
ろ

は

　
　
　
　
〈
未
詳
〉

　
　
　
　

む
ぐ
ら

3870　

む
ぐ
ら
は
ふ
い
や
し
き
や
ど
も
お
ほ
君
の
こ
む
と
し
り
せ
ば
た
ま
し
か
ま

し
を
（
左
大
臣
も
ろ
え
）　

 

2－

1
万
葉
4294
﹇
ま
さ
む
と
し
ら
ば
﹈

3871　

な
に
し
に
か
か
し
こ
き
い
も
が
む
ぐ
ら
ふ
の
け
が
し
き
や
ど
に
い
り
ま
さ

る
ら
ん

 

2－

1
万
葉
762
﹇
い
か
な
ら
む
﹈﹇
と
き
に
か
い
も
を
﹈﹇
き
た
な
き
や
ど

に
﹈﹇
い
れ
い
ま
せ
て
む
﹈

3872　

八
重
む
ぐ
ら
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
し
げ
け
れ
ば
花
み
に
ゆ
か
ん
い
で
た
ち
も

せ
ず
（
つ
ら
ゆ
き
）　

 

1－

2
後
撰
140
﹇
ふ
か
け
れ
ば
﹈、
3－

19
貫
之
865
﹇
ふ
か
け
れ
ば
﹈

3873　

八
重
む
ぐ
ら
し
げ
く
の
み
こ
そ
成
り
ま
さ
れ
人
め
ぞ
や
ど
の
く
さ
に
な
ら

ま
し
（
つ
ら
ゆ
き
）　

 

3－

19
貫
之
451
﹇
草
木
な
ら
ま
し
﹈

3874　

な
に
せ
ん
に
た
ま
の
う
て
な
も
八
重
む
ぐ
ら
い
づ
ら
ん
な
か
に
ふ
た
り
こ

そ
ね
め

　
　
　
　
〈
未
詳
〉

 

《
参
考
》
2－

1
万
葉
2836
﹇
た
ま
し
け
る
﹈﹇
い
へ
も
な
に
せ
む
﹈﹇
や
へ
む

ぐ
ら
﹈﹇
お
ほ
へ
る
を
や
も
﹈﹇
い
も
と
を
り
て
ば
﹈

3875　

む
ぐ
ら
お
ひ
て
あ
れ
た
る
や
ど
の
こ
ひ
し
き
に
た
ま
と
つ
く
れ
る
や
ど
も

わ
す
れ
ぬ

　
　
　
　
〈
未
詳
〉

 

《
参
考
》
5－

415
伊
勢
語
105
﹇
う
れ
た
き
は
﹈﹇
か
り
に
も
鬼
の
﹈﹇
す
だ
く

な
り
け
り
﹈

　
　
　
　

た
ま
か
づ
ら

3876　

た
ま
か
づ
ら
か
づ
ら
き
や
ま
の
も
み
ぢ
ば
の
お
も
影
に
の
み
み
え
わ
た
る
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か
な
（
つ
ら
ゆ
き
）　

 

1－

2
後
撰
391
﹇
も
み
ぢ
ば
は
﹈、2－

3
新
撰
和
50
﹇
も
み
ぢ
葉
は
﹈﹇
お

も
か
げ
に
こ
そ
﹈﹇
み
え
わ
た
り
け
れ
﹈

3877　

か
け
て
お
も
ふ
人
も
な
け
れ
ど
夕
さ
れ
ば
お
も
か
げ
た
え
ぬ
玉
か
づ
ら
か

な
（
つ
ら
ゆ
き
）　

 

3－

19
貫
之
543

3878　

い
か
さ
ま
に
生
ふ
る
も
の
ぞ
と
玉
か
づ
ら
い
か
で
し
の
び
に
ね
も
み
て
し

か
な

　
　
　
　
〈
未
詳
〉

　
　
　
　

く
ず

3879　

秋
風
に
ふ
き
か
へ
さ
る
る
く
ず
の
葉
の
う
ら
み
て
も
な
ほ
う
ら
め
し
き
か

な
（
さ
だ
ふ
ん
）　

 

5－

417
平
中
77
﹇
あ
き
か
ぜ
の
﹈﹇
う
ら
ふ
き
か
へ
す
﹈、
1－

1
古
今
823

﹇
秋
風
の
﹈﹇
吹
き
う
ら
が
へ
す
﹈

3880　

あ
し
び
き
の
山
下
し
げ
く
は
ふ
く
ず
の
た
づ
ね
て
こ
ふ
る
我
と
し
ら
ず
や

（
か
ね
み
）

 

1－

2
後
撰
605

3881　

千
は
や
ぶ
る
神
の
い
が
き
に
は
ふ
く
ず
も
秋
に
は
あ
へ
ず
色
づ
き
に
け
り

（
つ
ら
ゆ
き
）

 

1－

1
古
今
262
﹇
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
﹈

3882　

か
れ
か
ね
て
し
も
に
う
つ
ろ
ふ
く
ず
の
は
の
う
ら
み
や
せ
ま
し
風
に
つ
げ

つ
つ

　
　
　
　
〈
未
詳
〉

3883　

風
は
や
み
み
ね
の
く
ず
は
の
と
も
す
れ
ば
あ
や
か
り
や
す
き
君
が
こ
こ
ろ

か

 

1－

3
拾
遺
集
1251
﹇
人
の
こ
こ
ろ
か
﹈

3884　

我
が
や
ど
の
く
ず
は
日
ご
と
に
色
づ
き
ぬ
き
ま
さ
ぬ
君
は
何
こ
こ
ろ
ぞ
も

 

2－

1
万
葉
2299
﹇
く
ず
は
ひ
に
け
に
﹈

3885　

を
み
な
へ
し
生
ふ
る
さ
は
べ
の
ま
く
ず
原
い
つ
か
も
く
り
て
わ
が
き
ぬ
に

き
ん

 

2－

1
万
葉
1350
﹇
さ
き
さ
は
の
へ
の
﹈

3886　

あ
し
が
ら
の
は
こ
ね
の
山
に
は
ふ
く
ず
の
ひ
か
ば
よ
り
こ
ね
し
た
な
に
せ

ん

 

2－

1
万
葉
3381
（
或
本
歌
）﹇
し
た
な
ほ
な
ほ
に
﹈

　
　
　
　

さ
ね
か
づ
ら

3887　

玉
く
し
げ
み
ま
と
の
や
ま
の
さ
ね
か
づ
ら
さ
ね
ず
は
つ
ひ
に
あ
り
と
て
ま

た
ん
（
み
ま
か
り
の
内
大
臣
）

 

2－

1
万
葉
94
﹇
み
も
ろ
の
や
ま
の
﹈﹇
さ
な
か
づ
ら
﹈﹇
あ
り
か
つ
ま
し

じ
﹈

3888　

な
に
し
お
は
ば
あ
ふ
さ
か
山
の
さ
ね
か
づ
ら
人
に
し
ら
れ
で
く
る
よ
し
も

が
な

 

1－

2
後
撰
700
、
3－

41
三
条
右
18

3889　

な
き
名
の
み
た
つ
た
の
山
の
さ
ね
か
づ
ら
く
る
人
あ
り
と
誰
か
い
ふ
ら
ん

　
　
　
　
〈
未
詳
〉

3890　

つ
れ
な
き
を
思
ひ
し
の
ら
の
さ
ね
か
づ
ら
は
て
は
く
る
を
も
い
と
ふ
べ
ら

な
り

 
1－
2
後
撰
787
﹇
思
ひ
し
の
ぶ
の
﹈﹇
厭
ふ
な
り
け
り
﹈
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青
つ
づ
ら

3891　

や
ま
た
か
み
た
に
べ
に
は
へ
る
あ
を
つ
づ
ら
た
ゆ
る
時
な
く
あ
ふ
よ
し
も

が
な

 
2－
1
万
葉
2785
﹇
た
ま
か
づ
ら
﹈﹇
み
む
よ
し
も
が
も
﹈

3892　

や
ま
が
つ
の
か
き
ほ
に
は
へ
る
あ
を
つ
づ
ら
た
づ
ね
く
れ
ど
も
あ
ふ
よ
し

も
な
し

 

1－

1
古
今
742
﹇
人
は
く
れ
ど
も
﹈﹇
こ
と
づ
て
も
な
し
﹈

3893　

た
え
ぬ
と
は
い
ひ
て
し
も
の
を
あ
を
つ
づ
ら
ま
た
く
り
か
へ
し
や
ま
び
と

の
う
さ

　
　
　
　
〈
未
詳
〉




